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Ｈ

Ｈ

４０２ 馬蹄・楕円  マ  ン  ホ  ー  ル  工  構  造  図Ｈ

４０３(1) 組 立 マ ン ホ ー ル 外 副 管 工 構 造 図Ｂ

４０４ Ｆ

５０１ Ｆ
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図　面　目　録

７０１ 保   安   設   備   （相 互 通 行）

　本構造図作成に当り下記団体等の図書及び基準を適用、準用又は参考とした。
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平成１５.０３改
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平成2１.12新

５０４ 取 付 管 土 工 図 （３） 国・県道Ｆ

平成21.12新

Ｌ： 道路管理事務の手引（愛知県建設部）

平成20.04改

平成20.０4改

平成20.０4改

土 工 標 準 図 （２） 土 留 工

土 工 標 準 図 （３） 国・県道

組 立 1 号 マ ン ホ ー ル 工 構 造 図4０1(1)
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７０２

７０３(1)
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平成２８.０５改

平成２３.０５改
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２０９ Ｆ土  　工  　標 　 準  　図  　（８） 平成２６.０４新

４０３(2) 組 立 マ ン ホ ー ル 内 副 管 工 構 造 図Ｂ 平成２６.０４新
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土　工　標　準　図（１）土 留 工

２０１Ｆ

２００ＶＵ○２００
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再生砂又は砂
人力投入
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町　道 （３）

知　多　郡　東　浦　町　上　下　水　道　課
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下層路盤工　ｔ＝２０ｃｍ
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下層路盤工　ｔ＝２０ｃｍ

舗装掘削　ｔ＝4ｃｍ 舗装掘削　ｔ＝4ｃｍ

舗装切断　ｔ＝4ｃｍ 舗装切断　ｔ＝4ｃｍ

２
０
０

２
０
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　１.５１ｍ≦Ｈの場合

※掘削幅Ｗは掘削深

　１.５１ｍ≦Ｈの場合

※掘削幅Ｗは掘削深
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１０５０

※区画整理地内施工の場合、施工基準高は下層路盤下面とし、
舗装工は別途施工とする。
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知　多　郡　東　浦　町　上　下　水　道　課
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械
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機械投入
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掘
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深
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３００

２１６
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３１８

２５４

３０６

３６０
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４６７

５１８

４５４

５０６
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ＶＵ○２５０

ＶＵ○３００

ＨＰ○２００
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２００

２５０
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ＶＵ○２５０

ＶＵ○３００
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ＨＰ○２５０

ＨＰ○３００

２００

２５０

３００

（砂 利 道）

１
０
０

表示テープ

Ｄ

表示テープ

Ｄ

機械投入

（６.６ｍ ≦ Ｗ）

７６６

８１７

８６８

８０４

８５６

９１０

械

機

掘

削

３
０
０

中間テープ

＊ただし町道１.２級路線等は別途とする。

土 工 標 準 図

掘　削　　復　旧

仮 復 旧

町　道 （４）

掘　削　　復　旧

仮 復 旧

町　道 （５）
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０

１
０
０

１
０
０

　　・

　　・

　　・

　　・

　　・

　　・

　　・

　　・

　　・

　　・

　　・

１６５ＶＵ○１５０　　・ １５０ ４６５３６５１６５ＶＵ○１５０　　・ １５０ ７１５３６５

再生密粒度アスコン　ｔ＝５ｃｍ

上層路盤工(粒度調整砕石)　ｔ＝１０ｃｍ
舗装切断　ｔ＝５ｃｍ

舗装掘削　ｔ＝５ｃｍ

２
０
０

※掘削幅Ｗは掘削深

　１.５１ｍ≦Ｈの場合

※掘削幅Ｗは掘削深

　１.５１ｍ≦Ｈの場合

※ｈ３ ＝ 舗装工 ＋ h２ ※ｈ３ ＝ 舗装工 ＋ h２

舗
装
工

舗
装
工

１
０
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下層路盤工　ｔ＝２０ｃｍ

再生砂又は砂

発生土又は改良土

再生砂又は砂

発生土又は改良土

土　工　標　準　図（２）土 留 工
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９００
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２０３Ｅ

中間テープ

Ａタイプ

国・県道（アスファルト舗装）

Ｗ

掘
削
深
　
Ｈ

機械投入

Ｈ
－
１
２
０

１
９
０

Ｄ

CS-40

１
２
０

３
０

下層路盤工　ｔ＝１９ｃｍ

再生密粒度アスコン　ｔ＝３ｃｍ（ＴＯＰ１３）

舗装掘削　ｔ＝１２ｃｍ

舗装切断　ｔ＝１２ｃｍ

ｔ

プライムコート

機械投入

土砂（※）
Ｈ
－
ｈ
３

ｈ
２

ｈ
１

１
０
０

３
０
０

３
０
０

中間テープ

５
０

国・県道（アスファルト舗装）

Ｈ
－
ｈ
３

CS-40

Ｂタイプ

Ｗ

掘
削
深
　
Ｈ

２
１
０

機械投入

Ｈ
－
１
６
０

１
６
０

CS-40

５
０

中間テープ

４
８
０

国・県道（アスファルト舗装）
Ｃタイプ

Ｈ
－
２
２
０

Ｗ

掘
削
深
　
Ｈ

２
２
０

機械投入

CS-40

５
０

３
０
０

Ｈ
－
ｈ
３

３
２
０

Ｈ
－
３
３
０

掘
削
深
　
Ｈ

国・県道（アスファルト舗装）

Ｗ

３
３
０

Ｈ
－
ｈ
３

Ｄタイプ

械

機

掘

削

械

機

掘

削
械

機

掘

削

２００

Ｄ ｔ ｈ２

２５０

３００

８

８．５

９

４１６

４６７

５１８

ＶＵ○２００　　・

ＶＵ○２５０

ＶＵ○３００

械

機

掘

削
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知　多　郡　東　浦　町　上　下　水　道　課
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７００

６５０

７００

７５０

６００

Ｗ

ｍｍ



番

図縮

尺

分

類

図

名
土　　工　　標　　準　　図　（５）

２０５Ｆ

Ｗ

掘
削
深
Ｈ

中間テープ

１
０
０

３
０
０

械

機

Ｗ

機械投入

５
０

５
０

RC-40

Ｈ
－
ｈ
３

掘

削

掘
削
深
Ｈ

Ｈ
－
５
０

３
０
０

中間テープ

２
０
０

表示テープ

ｈ
２

１
０
０

ｈ
１機械投入Ｄ

１
０
０

Ｄ ｈ１ ｈ２ ｈ３

２１６

２６７

３１８

４６７

ＶＵ○２００　　・

ＶＵ○２５０

ＶＵ○３００

２００

２５０

３００

４１６

８６８

８１７

７６６

５１８

２５４

３０６

３６０

５０６

ＨＰ○２００

ＨＰ○２５０

ＨＰ○３００

２００

２５０

３００

４５４

９１０

８５６

８０４

５６０

械

機

機械投入
掘

削

表示テープ

ｈ
２

ｈ
１機械投入Ｄ

Ｄ ｈ１ ｈ２ ｈ３

２１６

２６７

３１８

４６７

ＶＵ○２００

ＶＵ○２５０

ＶＵ○３００

２００

２５０

３００

４１６

６１８

５６７

５１６

５１８

２５４

３０６

３６０

５０６

ＨＰ○２００

ＨＰ○２５０

ＨＰ○３００

２００

２５０

３００

４５４

６６０

６０６

５５４

５６０

Ｈ
－
ｈ
３

土 工 標 準 図

１
０
０

１
０
０

１５０ＶＵ○１５０　　・ ３６５１６５ ７１５

　　・

　　・

　　・

　　・

　　・

１５０ＶＵ○１５０　　・ ３６５１６５ ４６５

　　・

　　・

　　・

　　・

　　・

　　・

掘　削　　復　旧

仮 復 旧

掘　削　　復　旧

仮 復 旧

知　多　郡　東　浦　町　上　下　水　道　課

＊ただし町道１.２級路線等は別途とする。

町　道 （４）
（６.６ｍ ≦ Ｗ）

舗装掘削　ｔ＝５ｃｍ

舗装切断　ｔ＝５ｃｍ

再生密粒度アスコン　ｔ＝５ｃｍ

町　道 （５）
（砂 利 道）

路面工　RC-40　ｔ＝１０ｃｍ

※掘削幅Ｗは掘削深

　１.５0ｍ≧Ｈの場合

※掘削幅Ｗは掘削深

　１.５0ｍ≧Ｈの場合

※ｈ３ ＝ 舗装工 ＋ h２ ※ｈ３ ＝ 舗装工 ＋ h２

舗
装
工

舗
装
工

１
０
０

下層路盤工　ｔ＝２０ｃｍ

上層路盤工(粒度調整砕石)　ｔ＝１０ｃｍ

再生砂又は砂

発生土又は改良土

再生砂又は砂

発生土又は改良土

ｍｍ

Ｗ

６００

７５０

７００

６５０

７００

６５０

６００

ｍｍ

Ｗ

６００

７５０

７００

６５０

７００

６５０

６００



番

図縮

尺

分

類

図

名
土　　工　　標　　準　　図　（６）

２０６Ｆ

力

人

Ｗ

人力投入

発生土又は改良土
４
０

4
０

RC-40

Ｈ
－
ｈ
２

掘

削

掘
削
深
Ｈ

Ｈ
－
4０

３
０
０

中間テープ

２
０
０

Ｄ ｈ１ ｈ２

９３

１１８ ３５８

ＤＩＰ○　７５　　・

ＤＩＰ○１００

７５

１００

３３３

表示テープ

ｈ
１Ｄ

械

機

機械投入

発生土又は改良土

再生密粒度アスコン　ｔ＝４ｃｍ

RC-40

掘

削

中間テープ

械

機

機械投入

発生土又は改良土

RC-40

掘

削

中間テープ

Ｗ

６００

表示テープ

Ｄ

Ｄ ｈ１ ｈ２

９３

１１８ ３５８

ＤＩＰ○　７５

ＤＩＰ○１００

７５

１００

３３３

Ｗ

表示テープ

Ｄ

Ｄ ｈ１ ｈ２

９３

１１８ ３５８

ＤＩＰ○　７５

ＤＩＰ○１００

７５

１００

３３３

Ｗ

土 工 標 準 図

仮 復 旧

掘　削　　復　旧

仮 復 旧

掘　削　　復　旧 掘　削　　復　旧

仮 復 旧

知　多　郡　東　浦　町　上　下　水　道　課

　　・ 　　・

　　・

　　・

　　・

６００ ６００

６００

６００

６００

＊ただし町道１.２級路線等は別途とする。

町　道 （３）
（２.７ｍ ≦ Ｗ）

下層路盤工　ｔ＝２０ｃｍ

再生密粒度アスコン　ｔ＝４ｃｍ

舗装切断　ｔ＝4ｃｍ

舗装掘削　ｔ＝4ｃｍ

（１.５ｍ ≦ Ｗ ＜ ２.７ｍ）

町　道 （２）

下層路盤工　ｔ＝２０ｃｍ舗装切断　ｔ＝4ｃｍ

舗装掘削　ｔ＝4ｃｍ

下層路盤工　ｔ＝２０ｃｍ

再生密粒度アスコン　ｔ＝４ｃｍ

舗装切断　ｔ＝4ｃｍ

舗装掘削　ｔ＝4ｃｍ

町　道 （１）
（Ｗ ＜ １.５ｍ）

ｍｍ ｍｍ ｍｍ

※ｈ２ ＝ 舗装工 ＋ h１ ※ｈ２ ＝ 舗装工 ＋ h１ ※ｈ２ ＝ 舗装工 ＋ h１

舗
装
工

Ｗ

４
０

4
０

Ｈ
－
ｈ
２

掘
削
深
Ｈ

Ｈ
－
4０

３
０
０

２
０
０

ｈ
１

舗
装
工

Ｗ

４
０

4
０

Ｈ
－
ｈ
２

掘
削
深
Ｈ

Ｈ
－
4０

３
０
０

２
０
０

ｈ
１

舗
装
工



番

図縮

尺

分

類

図

名
土　　工　　標　　準　　図　（７）

２０７Ｆ

掘
削
深
Ｈ

中間テープ

１
０
０

３
０
０

械

機

機械投入

発生土又は改良土

５
０

５
０

RC-40

Ｈ
－
ｈ
２

掘

削

掘
削
深
Ｈ

Ｈ
－
５
０

中間テープ

１
０
０

械

機

機械投入

発生土又は改良土
掘

削

Ｗ

Ｄ ｈ１ ｈ２

９３

１１８ ４６８

ＤＩＰ○　７５　　・

ＤＩＰ○１００

７５

１００

４４３

表示テープ

ｈ
１Ｄ

Ｗ

６００

Ｗ

Ｄ ｈ１ ｈ２

９３

１１８ ２１８

ＤＩＰ○　７５

ＤＩＰ○１００

７５

１００

１９３

表示テープ

ｈ
１Ｄ

Ｗ

Ｈ
－
ｈ
２

土 工 標 準 図

仮 復 旧

掘　削　　復　旧

知　多　郡　東　浦　町　上　下　水　道　課

仮 復 旧

掘　削　　復　旧

　　・ 　　・

　　・

６００

６００

６００

＊ただし町道１.２級路線等は別途とする。

町　道 （５）
（砂 利 道）

路面工　RC-40　ｔ＝１０ｃｍ

町　道 （４）
（６.６ｍ ≦ Ｗ）

舗装掘削　ｔ＝５ｃｍ

舗装切断　ｔ＝５ｃｍ

ｍｍ ｍｍ

※ｈ２ ＝ 舗装工 ＋ h１ ※ｈ２ ＝ 舗装工 ＋ h１

舗
装
工

舗
装
工

３
０
０

２
０
０

上層路盤工(粒度調整砕石)　ｔ＝１０ｃｍ

下層路盤工　ｔ＝２０ｃｍ

再生密粒度アスコン　ｔ＝５ｃｍ



番

図縮

尺

分

類

図

名
舗　装　復　旧　工　詳　細　図

２０８Ｈ

舗装復旧工詳細図

アスファルトコンクリート舗装（車道）

Ａ 交 通

在

来

舗

装

路

盤

埋

戻
し

土

（※）

掘削部 影響部

5
5
7
5表層（再生密粒）

上層路盤（再生ソイル）

下層路盤（鉄鋼スラグ）｛

5
5
6
5

表層（再生密粒）

上層路盤（再生ソイル）

下層路盤（鉄鋼スラグ）

5

基層（再生粗粒）

1
0
5
1
2
5

表層（再生密粒）

上層路盤（再生ソイル）

下層路盤（鉄鋼スラグ）

5

基層（再生粗粒）

1
5
5

1
8

1
0

表層（再生密粒）

上層路盤（再生ソイル）

下層路盤（鉄鋼スラグ）

5

基層（再生粗粒）

1
0
5
1
3
7

路盤（鉄鋼スラグ）｛

表層（生コン）

セメントコンクリート舗装（車道） 歩　　道　　部

1
5
5

1
7

8

路盤（鉄鋼スラグ）

表層（生コン） 5
5
3アスコン）

路盤（鉄鋼スラグ）

5
5
7表層（生コン）

表層（再生密粒・

路盤（鉄鋼スラグ）

凡　　例

※１影響部の幅は３０ｃｍ以上又は、路盤厚以上とする。

再生密粒ＡＳ

再生粗粒ＡＳ

再生歴青安定処理

粒度調節砕石（Ｎ－２５）又は

コンクリート版

再生砕石（鉄鋼スラグCS－４０）

タックコート

プライムコート

鉄網

２層仕上げ（土被り１．２ｍの場合）

アスファルト舗装Ａ交通

アスファルト舗装ＢＣＤ及びコンクリート舗装

5表層（再生密粒）

下層路盤（鉄鋼スラグ）

本復旧の下層路盤

下端

3表層（再生粗粒）

下層路盤（鉄鋼スラグ）

本復旧の下層路盤

下端

国県道舗装復旧工 国県道舗装仮復旧工

在

来

舗

装

路

盤

埋

戻

し

土

掘削部 影響部

在

来

舗

装

路

盤

埋

戻

し
土

掘削部 影響部

在

来

舗

装

路

盤

埋

戻

し

土

掘削部 影響部

埋

戻
し

土

埋

戻

し
土

掘削部

在

来

舗

装

路

盤

埋

戻

し
土

掘削部 影響部

在

来

舗

装

路

盤

埋

戻

し
土

掘削部 影響部

在

来

舗

装

路

盤

埋
戻

し

土

掘削部 影響部

在

来

舗

装

路

盤

埋
戻

し

土

掘削部 影響部

Ｂ 交 通 Ｃ 交 通 Ｄ 交 通

Ａ 交 通 Ｂ 交 通 Ａ 交 通 Ｂ 交 通

※２路床部、路体部共にCBR試験20％以上。

知　多　郡　東　浦　町　上　下　水　道　課

｛

｛

｛
｛

｛

｛

｛

｛
（※）

（※）

（※）

（※）

（※）
（※）

（※） （※） （※）



番

図縮

尺

分

類

図

名
土　　工　　標　　準　　図　（８）

２０９Ｆ

4
０

RC-40

掘

削

掘
削
深
Ｈ

Ｈ
－
4０

３
０
０

中間テープ

Ｄ

ＤＩＰ７５

ＤＩＰ１００

９３

１１８

表示テープ

土 工 標 準 図

掘　削　　復　旧

６０

知　多　郡　東　浦　町　上　下　水　道　課

上下水管同時施工上下水管同時施工

再生密粒度アスコン　ｔ＝４ｃｍ

下層路盤工　ｔ＝２０ｃｍ舗装切断　ｔ＝4ｃｍ

舗装掘削　ｔ＝4ｃｍ

舗
装
工

再生砂又は砂

発生土又は改良土

ｍｍ

（流用土埋戻し） （改良土埋戻し）

Ｄ
１
０
０

発生土又は改良土

ＰＥＰ５０

※掘削深、幅員等については土工標準図（１）～（７）に準ずる。

4
０

RC-40

掘

削

掘
削
深
Ｈ

Ｈ
－
4０

３
０
０

中間テープ

Ｄ

ＤＩＰ７５

ＤＩＰ１００

９３

１１８

表示テープ

掘　削　　復　旧

６０

再生密粒度アスコン　ｔ＝４ｃｍ

下層路盤工　ｔ＝２０ｃｍ舗装切断　ｔ＝4ｃｍ

舗装掘削　ｔ＝4ｃｍ

舗
装
工

再生砂又は砂

改良土

ｍｍ

Ｄ
１
０
０

改良土

ＰＥＰ５０

１
０
０

中間テープ 中間テープ

土
被
り

土
被
り

100

砂(新材）
100

砂(新材）

1/
2土
被
り

1/
2土
被
り



軽量鋼矢板・アルミ矢板設置基準

1段目腹起し設置位置は、GL-0.5m
軽量金属支保工材料表

ただし、掘削深1.8mにおいてはGL-0.55mとする

最下段腹起し設置位置は、掘削底面から0.9m

掘削深 支保工段数

2.01ｍ以上

2.00ｍ以下

3.50ｍ以下

3.51ｍ以上

3.80ｍ以下
３段支保

  断面係数　120cm
3
以上 水圧式又はネジ式

１段支保

腹起し

２段支保

平  面  図

（100ｍ、１段当り）

腹起し長さ４ｍ
腹起し材

切梁材

50.0本

50.0本

断 面 図

切梁

腹起し L=4.00m

軽量金属支保

切　梁

腹起し L=4.00m

軽量金属支保

軽量鋼矢板・アルミ矢板

切　梁

軽量鋼矢板標準図

※ＳＮ-Ⅰ型（参考）

4～
5

有効長 333

34
～
35

（参考）

12.8　kg/m

壁幅1ｍにつき

規格性能（軽量鋼矢板）

矢板1枚につき

38.4　kg/m
2

5.63　kg/m

壁幅1ｍにつき

規格性能（アルミ矢板）

矢板1枚につき

16.9　kg/m
2

アルミ矢板標準図 （参考）

（348.97）

336.3

36

有効長 333

※ＳＡＹ-33型（参考）

ただし、掘削深3.8mにおいては掘削底面から0.8mとする

  ｱﾙﾐ製

軽量鋼矢板・アルミ矢板

ＶＵ　　１５０

８００ ８５０ ９５０９００

ＶＵ　　２５０ ＶＵ　　３００ ＨＰ　　２５０ ＨＰ　　３００

掘削幅

mm

ＶＵ　　２００

番

図縮

尺

分

類

図

名
土　留　工　標　準　図

３０１Ａ

知　多　郡　東　浦　町　上　下　水　道　課

掘削幅基準

土 留 工 標 準 図

ＨＰ　　２００

９５０９００ １０００

９５０９００ ９５０９００ １０００９００９００

１０５０１０５０１０５０１０５０１０５０１０５０１０５０

BH0.08m
3

BH0.13m
3

BH0.28m
3

BH機種

掘削幅

G
L-
0.
5
0m

L1
L
1

0.
9m

0
.2
0ｍ
以
上

掘
削
深
 
H=
1.
5
1m
～
3
.8
0m

掘
削
幅

750 2500 750

4000



番

図縮

尺

分

類

図

名
組 立 １ 号 マ ン ホ ー ル 工 構 造 図

Ｈ

600

900

2
0
0

1
7
0

マ
ン
ホ
ー
ル
深

9
0
0

7
5

25

7
5

25

く体ブロック

直　　壁

足掛金物＠３００

調整リング

マンホール蓋（東浦町仕様）

600

900

底　　版

1100

調整コマ

平 面 図 縦断面図横断面図

斜　　壁

被覆加工

（Ｈ５０，Ｈ１００，Ｈ１５０）

（Ｈ３００，Ｈ４５０，Ｈ６００）

Ｈ３００，Ｈ６００，Ｈ９００
Ｈ１２００，Ｈ１５００，Ｈ１８００

Ｈ６００，Ｈ９００，Ｈ１２００

Ｈ１５００，Ｈ１８００

インバートコンクリート

（１８－８－２５　ＢＢ）

2
0
0

モルタル上塗り

１：２　ｔ＝２０１０°

φ 6
0
0

φ

無収縮モルタル

足掛金物＠３００

被覆加工

1100

φ150 φ150

砕石基礎（RC－４０）

名　　称 規 格 寸 法 単位 計　　算　　式 数　 量 摘　　要

底部工材料表 １箇所当り

砕 石 基 礎 ｍ 　／４×１.１０ ０．９５
２２

インバートコンクリート １８－８－２５　ＢＢ ｍ
３

上塗りモルタル １：２ ｍ
２

0.18

0.84

蓋ボルト

組立１号マンホール工構造図

π

知　多　郡　東　浦　町　上　下　水　道　課

１０°

無収縮モルタル

RC－４０　ｔ＝２０ｃｍ

可とう継手可とう継手

401(1)



直　　壁

Ｈ３００，Ｈ６００，Ｈ９００

Ｈ１２００，Ｈ１５００，Ｈ１８００

1450

1200

900

D

10°

600

下流管勾配

1450

600

2
0
0

マ
ン
ホ
ー
ル
深
さ

25

10
0

12
00

10
0

25

10°

1450

D

1200

600
600

2
0
0

1450

下流管勾配

マ
ン
ホ
ー
ル
深
さ

mπ/4X1.45 砕 石 基 礎RC-40 t=20cm

コンクリート

モルタル上塗 1:2 t=2cm m

18-8-25 m

3

3

底部工材料表

種    別 形状・寸法

2 2

計    算    式 単位

1.7

1.61

0.42

数  量

１ヶ所当り

マンホール蓋（東浦町仕様）

調整コマ

調整リング

（Ｈ５０，Ｈ１００，Ｈ１５０）

斜　　壁

（Ｈ３００，Ｈ４５０，Ｈ６００）

斜　　壁

（Ｈ３００）

く体ブロック

Ｈ９００，Ｈ１２００，Ｈ１５００
Ｈ１８００，Ｈ２１００，２４００

インバートコンクリート

（１８－８－２５　ＢＢ）

底　　版

モルタル上塗り

１：２　ｔ＝２０

足掛金物＠３００

被覆加工

砕石基礎（RC－４０）

可とう継手
可とう継手

マンホール蓋（東浦町仕様）

調整コマ

蓋ボルト

無収縮モルタル

蓋ボルト

無収縮モルタル
調整リング

（Ｈ５０，Ｈ１００，Ｈ１５０）

斜　　壁

（Ｈ３００，Ｈ４５０，Ｈ６００）

直　　壁

Ｈ６００，Ｈ９００，Ｈ１２００，Ｈ１５００
Ｈ１８００，Ｈ２１００，Ｈ２４００

く体ブロック

Ｈ９００，Ｈ１２００，Ｈ１５００
Ｈ１８００，Ｈ２１００，２４００

足掛金物＠３００

被覆加工

インバートコンクリート

（１８－８－２５　ＢＢ）

底　　版

砕石基礎（RC－４０）

モルタル上塗り

１：２　ｔ＝２０

60
0

平 面 図

横断面図 縦断面図 横断面図 縦断面図

平 面 図

番

図縮

尺

分

類

図

名
組 立 ２ 号 マ ン ホ ー ル 工 構 造 図

Ｈ

組立２号マンホール工構造図

知　多　郡　東　浦　町　上　下　水　道　課

60
0

25

10
0

12
00

10
0

25

可とう継手
可とう継手

4０1(2)



番

図縮

尺

分

類

図

名
馬蹄・楕円形組立マンホール工構造図

４０２Ｈ

600

900

1100

1
7
0

600

600

800

平 面 図 縦断面図横断面図

6
00

マ
ン
ホ
ー
ル
深

マンホール蓋（東浦町仕様）

調整コマ

調整リング

（Ｈ５０，Ｈ１００，Ｈ１５０）

足掛金物＠３００

被覆加工

斜　　壁

（Ｈ１５０，Ｈ４５０，Ｈ６００）

直　　壁

（Ｈ３００，Ｈ６００，Ｈ９００）

く体ブロック

（Ｈ６００，Ｈ９００）

インバートコンクリート

（１８－８－２５　ＢＢ）

底　　版

2
0
0

モルタル上塗り

１：２　ｔ＝２０

300 600

900

400 700

1100

2
5

7
5

6
0
0

7
5

2
5

φ

蓋ボルト

足掛金物＠３００

被覆加工

φ150 φ150

砕石基礎（RC－４０）

１箇所当り

ｍ 　　／４×０.８０×１／２＋０.８０×０.７０
２

インバートコンクリート １８－８－２５ ｍ
３

上塗りモルタル １：２　ｔ=２ｃｍ ｍ
２

馬蹄・楕円形組立マンホール工構造図

2
0
0

π

知　多　郡　東　浦　町　上　下　水　道　課

１０° １０°

底部工材料表 （馬蹄形）

名　　称

砕 石 基 礎

規 格 寸 法 単位 計　　算　　式 数　 量 摘　　要

０.８

０.１２

０.５8

２

蓋ボルト

無収縮モルタル

RC-40　ｔ＝２０ｃｍ

可とう継手可とう継手

馬蹄形

60
0

300 600

900

400 700

1100

2
5

7
5

6
0
0

7
5

2
5

φ

楕円形

１箇所当り

ｍ 　　／４×０.８０＋０.８０×０.３０
２

インバートコンクリート １８－８－２５ ｍ
３

上塗りモルタル １：２　ｔ=２ｃｍ ｍ
２

π

底部工材料表 （楕円形）

名　　称

砕 石 基 礎

規 格 寸 法 単位 計　　算　　式 数　 量 摘　　要

０.7

０.１1

０.５5

２

RC-40　ｔ＝２０ｃｍ



番

図縮

尺

分

類

図

名
組 立 マ ン ホ ー ル 外 副 管 工 構 造 図

４０３（１）Ｂ

平 面 図

※流入管が計画管の場合は、９０°支管は付けずキャップ止めとする。

組立マンホール副管工構造図

知　多　郡　東　浦　町　上　下　水　道　課

縦 断 面 図

キャップ

落
差
Ｈ

φ200

計画流入管

350

3
5
0

φ
2
0
0

φ200

流入管

350

3
5
0

副管用９０°曲管φ１５０

副管用短管

H
-
4
9
8
.
0

H
-
3
5
3
.
0

2
0
0
1
4
5

本
管
径
×
１
／
２

φ２００
1
7
5
1
7
0

3
4
5

H
-
4
9
8
.
0

5

1
4
0

H
-
8
.
0

8.
0

９０ＳＴ

コンクリート

（１８－８－２５）

砕石基礎

（RC-40）

350350

φ200 φ200

1
7
0

1
7
5 3
4
5

8.
0

1
0
0

1
0
0

φ２００×１５０

塩ビ管用
副管用９０°支管ＶＳ

1000 1000

1000 1000

平 面 図

縦 断 面 図

キャップ

落
差
Ｈ

φ150

計画流入管

300

3
0
0

φ
1
5
0

φ150

流入管

300

3
0
0

副管用９０°曲管φ１００

副管用短管

H
-
3
8
5
.
5

H
-
3
3
2
.
5

2
0
0
1
2
5

本
管
径
×
１
／
２

φ１５０

1
2
5
1
2
8

2
5
3

H
-
3
8
5
.
5

5

1
2
0

H
-
7
.
5

7.
5

９０ＳＴ

コンクリート

（１８－８－２５）

砕石基礎

（RC-40）

300300

φ150 φ150

1
2
8

1
2
5 2
5
3

7.
5

1
0
0

1
0
0

φ１５０×１００

塩ビ管用
副管用９０°支管ＶＳ

1000 1000

1000 1000

※流入管が計画管の場合は、９０°支管は付けずキャップ止めとする。

縦 断 面 図

キャップ

落
差
Ｈ

φ250

計画流入管

400

4
0
0

φ
2
5
0

φ250

流入管

400

4
0
0

副管用９０°曲管φ２００

副管用短管

H
-
5
9
4
.
5

H
-
3
7
3
.
5

2
0
0
1
6
5

本
管
径
×
１
／
２

φ２５０

2
2
5
1
9
6

4
2
1

H
-
5
9
4
.
5

5

1
6
0

H
-
8
.
5

8.
5

９０ＳＴ

コンクリート

（１８－８－２５）

砕石基礎

（RC-40）

400400

φ250 φ250

1
9
6

2
2
5 4
2
1

8.
5

1
0
0

1
0
0

φ２５０×２００

塩ビ管用
副管用９０°支管ＶＳ

1000 1000

1000 1000

平 面 図

※流入管が計画管の場合は、９０°支管は付けずキャップ止めとする。



番

図縮

尺

分

類

図

名
組 立 マ ン ホ ー ル 内 副 管 工 構 造 図

４０３(2)Ｂ

知　多　郡　東　浦　町　下　水　道　課

上流側 下流側

90°曲管

副管用継手

100～200

100～200

自在アームバンド

1.5ｍ当り／1本

プレーンエンド直管

接着受け口カラー

100～200

1.5ｍ当り／1本

プレーンエンド直管

自在アームバンド

100～200

接着受け口カラー

副管用継手

本
管
管
頂
・
副
管
中
心

本管流出

D＝  100～200

流入管 流入管

D＝  100～200

本管直上タイプ

流入管

D＝  100～200

流入管

D＝  100～200

横方向流入タイプ

流入管

D＝  100～200

流入管

D＝  100～200

本管流入 本管流出

本管流出

本管流入

ふた

200

250

150

本管径

200

150

100

Ｄ

副管

別タイプ 別タイプ

副管位置

下流側本管管頂に副管中心下流側本管管中心に副管管底

副管位置

上流側本管管頂に副管管底

副管位置

上流側本管管頂まで直管

副管位置

100～200

副管用90°支管

接着受け口カラー
100～200

接着受け口カラー

副管用継手（十字型）

別タイプ

ふた

(本管流出管のみ) (本管流入・流出あり)

本管直上タイプ

副管合流位置

(合流高さ)

可とう継手 可とう継手

上流側 下流側

組立マンホール内副管工構造図

本
管
径
×
1
/
2

本
管
径
1
/2

本
管
径
×
1/
2



番

図縮

尺

分

類

図

名
インバート標準平面図・足掛金物設置位置図

４０４Ｆ

インバート横断勾配

モルタル上塗り

１：２　ｔ＝２０

A

１０°

本管径の１／２

コンクリート

１８－８－２５

φ１５０の場合

人孔 Ａ（ｍｍ）

４０方円

１号 ６６

インバート縦断勾配

下流勾配とする。

※インバート形状は各号人孔共通とする。

※上記以外の場合は各組合わせにより形状を

　決定するものとする。

※上下流管径が異なる場合はすりつけるものと

　する。

インバート標準平面図・足掛金物設置位置図

知　多　郡　東　浦　町　上　下　水　道　課



番

図縮

尺

分

類

図

名
下水道用硬質塩化ビニル製小型マンホール（その１）

４１０Ｋ

下水道用硬質塩化ビニル製小型マンホール
ＪＳＷＡＳ　Ｋ－９－１９９６

表－１　インバート部の種類

設置箇所 種  類 略 号マンホール径 管　  径

１５０，２００，２５０３００ＫＴ起    点起    点

１５０，２００，２５０３００ＳＴストレート中 間 点

表－２　立上り部の種類

種　　類 略 号 呼び径 備　　考

ゴム輪受口形インバート部用３００ＭＶＵ差し口形立上り部

差し口形インバート部用３００ＭＶＲゴム輪受口形立上り部

設置例

小型マンホール設置例を次図に示す。

ストレートインバート部の設置例

設
置
深
さ
（
Ｈ
）

15
0

土
  
被
  
り

舗装及び台座基礎部断面

100

100

40 （再生アスファルト）

（粒度調整砕石）

（鉄鋼スラグ）

20
0

200

※軟弱な地盤では、底面の一部を砕石で置き換え、支持力を増してから、砂基礎（100mm)を設ける。

鋳鉄製防護ふた硬質塩化ビニル製内ふた

台　座

立上り部

硬質塩化ビニル管ストレートインバート部

砂基礎

10
0

インバート部

再生砕石

立上り部

台　座

硬質塩化ビニル製内ふた

鋳鉄製防護ふた

知　多　郡　東　浦　町　上　下　水　道　課

21
0

20
0

立
上
り
管
（
Ｈ
1
）

12
0

VU３００

1030

底　版

砕石基礎(RC-40)

内蓋(密閉式)

φ420

φ630



番

図縮

尺

分

類

図

名

４１１Ｋ

下水道用硬質塩化ビニル製小型マンホール（その２）

下水道用硬質塩化ビニル製小型マンホール

図－１　立上り接合部ゴム輪受口寸法（共通）

d1

e

 d

ゴム輪

３００ ３１９.３ ６２ １５０ ２９８

（参考）（最大）（最小）（最小）

ｄ１マ ン ホ ー ル 径 ｅ ｌ ｄ

近 似 内 径接 合 長 さ受 口 内 径

（単位：ｍｍ）

注１．本図は、ゴム輪受口形インバート部及びゴム輪受口形立上り部に適 用する。

　２．ゴム輪の形状及びゴム輪周辺部の形状は、規定しない。

　３．受口内径ｄ１は、直角２方向以上の内径測定値の平均値とする。

図－２　立上り接合部差し口寸法（共通）

３００ ３１８ ±１.０ ２９８

（参考）
Ｄ

マ ン ホ ー ル 径

許 容 差
ｄ

近 似 内 径

（単位：ｍｍ）

注１．本図は、差し口形インバート部及び差し口形立上り部に適用する。

　２．外径Ｄとは、任意箇所における相互に等間隔な２方向以上の外径測

定値の平均値、又は円周測定値を円周率３.１４２で除した値をいう。

１５～３０°

d

D

約５ｍｍＡ部

Ａ部詳細図

差 し 口 外 径

図－３　管路接合部ゴム輪受口寸法（共通）

d1

ゴム輪

１５０ １６５.７ ４７ １６５ ５.１

（最小）（最大）（最小）（最小）

ｄ１管　　　　　径 ｅ ｌ ｔ

（単位：ｍｍ）

注１．ゴム輪の形状及びゴム輪周辺部の形状は、規定しない。

　２．受口内径ｄ１は、直角２方向以上の内径測定値の平均値とする。

　３．受口奥内面は、Ａ部詳細図に示す形状にすることもできる。

図－４　管路接合部差し口寸法（共通）

１
５
～
３
０
°

d D

約
　
ｔ
／
２

Ａ部

Ａ部詳細図

e

Ａ部

t

２００ ２１６.９ ５２ １８５ ６.５

２５０ ２６８.１ ５７ ２０５ ７.８

Ａ部詳細図

t

１５０ １６５ ±０.５ ５.１ １５４

（参考）（最小）

管　　　　　径 ｔ ｄ

（単位：ｍｍ）

注　外径Ｄとは、任意箇所における相互に等間隔な２方向以上の外

　径測定値の平均値又は円周測定値を円周率３.１４２で除した値

２００ ２１６ ±０.７ ６.５ ２０２

２５０ ２６７ ±０.９ ７.８ ２５０

　をいう。

図－５　起点（略号　ＫＴ）

１５０－３００ ２８０ ２３０ ３６０

差し口形受 口 形（最小）

Ｚ １

（単位：ｍｍ）

２００－３００ ２９０ ２５５ ４１０

２５０－３００ ３５０ ３１０ ４６０

管　　　径 マンホール径
Ｈ（最小）

注　破線で示すように安定脚を設けてもよい。なお、その形状及び寸法は、規定しない。

ゴム輪受口形

H

Z1

差し口形
Z1

許 容 差Ｄ

差 し 口 外 径

受 口 長 さ 受 口 内 径 接 合 長 さ 受 口 長 さ 厚　　さ

知　多　郡　東　浦　町　上　下　水　道　課

ｌ

ｌ

H

t

近 似 内 径厚　　さ



番

図縮

尺

分

類

図

名

４１２Ｋ

下水道用硬質塩化ビニル製小型マンホール（その３）

下水道用硬質塩化ビニル製小型マンホール

図－６　ストレート（略号　ＳＴ）

１５０－３００ ２８０ ２３０ ３６０

差し口形受口形（最小）

Ｚ １

（単位：ｍｍ）

２００－３００ ２９０ ２５５ ４１０

２５０－３００ ３５０ ３１０ ４６０

管　　径 マンホール径
Ｈ（最小）

注　破線で示すように安定脚を設けてもよい。なお、その形状及び寸法は、規定しない。

ゴム輪受口形
H

Z1

差し口形

Z2

１８０

（最小）

Ｚ ２

１９０

図－７　差し口形立上り部

（略号　ＭＶＵ）

図－８　ゴム輪受口形立上り部

（略号　ＭＶＲ）

d

D

t

H

図－７　（続き）
（単位：ｍｍ）

Ｄ ｔ ｄ Ｈ

許容差基本寸法（近似内径）許容差最小寸法許容差基本寸法

注１． 本図の製品は、受口形インバート部の立上り部として使用する。

　２． 外径Ｄとは、任意箇所における相互に等間隔な２方向以上の外径測

定値の平均値又は円周測定値を円周率３.１４２で除した値をいう。

　３． 差し口部の詳細寸法は、図－２による。

図－８　（続き）
（単位：ｍｍ）

３００×０.６ ６００

３００×０.９ ９００

３００×１.２ １２００

３００×１.５ １５００

３００×２.０ ２０００

３００×２.５ ２５００

３００×３.０ ３０００

３１８ －０±１.０ ９.２ ＋１.４ ２９８

本図の製品は、差し口形インバート部の立上り部として使用する。

外径Ｄとは、任意箇所における相互に等間隔な２方向以上の外径測

定値の平均値又は円周測定値を円周率３.１４２で除した値をいう。

差し口部の詳細寸法は、図－１による。

呼　　び

呼　　び
Ｄ

基本寸法 許容差 最小寸法

ｔ

許容差 （近似内径）

ｄ

基本寸法 許容差

Ｈ

注１．

　２．

　３．

知　多　郡　東　浦　町　上　下　水　道　課

Z2 Z1

H

D

d

H

t

３００×３.０

３００×２.５

３００×０.９

３００×２.０

３００×１.５

３００×１.２

３００×０.６

±１.０３１８ ２９８９.２ ＋１.４

３０００

２５００

９００

２０００

１２００

１５００

６００

－０

平面図

ストレ－トタイプ

曲点タイプ

Z1

起点タイプ

290 190

起　点

Ｚ２

インバート寸法表

280 180

280

タ  イ  プ
Ｚ１

９０ﾟ

７５ﾟ

６０ﾟ

４５ﾟ

３０ﾟ

１５ﾟ

ストレート

－

１５０－３００ 20０－３００

290 190

290 190

290 190

290 190

290 190

290 200

Ｚ２

290 180

290

Ｚ１

－

290

290

290

290

290

200

200

200

200

200



番

図縮

尺

分

類

図

名

４１３Ｋ

下水道用硬質塩化ビニル製小型マンホール（その４）

下水道用硬質塩化ビニル製小型マンホール

インバート部の適用

表－３　インバート部の適用（参考）

設置場所 インバート部の種類 備　　考

（２）参照

ＳＴ

全 種 類

ＫＴ起　　点

こう配変化点

中 間 点

注　落下点には、ＫＴを使用することができる。

（１）管きょの落下点には、起点（ＫＴ）を使用する（図１０－１参照）。小型マンホールでは、

　　微小な落差の解消はできないので、微小落差のできないような設計が必要である。

図１０－１　落差点の例

起点（ＫＴ）使用の例

（２）管きょのこう配変化点では、インバート部に本管用自在継手等を組み合わせて使用する方法

　　等がある。（図１０－２参照）。

図１０－２　こう配変化点の例

（３）施工現場での本管角度の微調整には、本管用自在継手等を使用する。

注　本管用自在継手とは、管内面が平滑で汚水たま（溜）りが生じないものであり、

　プラスチックマンホール協会で規格化されている。　

15
cm

鉄製防護ふた 硬質塩化ビニル製内ふた

台　　座

立上り部９０°支管

インバート部

本管用自在継手

知　多　郡　東　浦　町　上　下　水　道　課

鉄製防護ふた

台　　座

立上り部

インバート部

硬質塩化ビニル製内ふた



Ｓ＝１：１０

AA

B

B

φ300

φ460

 
 
 
 
 
 
 
 
 
H

h
1

2
0
0

3
7
0

2
0
0

5
0

h2

1
1
0

マ
ン
ホ
ー
ル
深

1
3
0

325 345

起　点

Ｚ２

インバート平面図

インバート寸法表

調整リング

GH GH

225 245

Z1 Z2

5
6
0

Z1 Z1 Z2 Z1

Z2

560

h
1

2
0
0

3
7
0

2
0
0

5
0

1
1
0

1
3
0

ソケットリング

（中蓋タイプ）

ソケットリング

（標準タイプ）

ソケットリング

（中蓋タイプ）

ソケットリング

（標準タイプ）

流出側アダプタ

流入側アダプタ

325 345

325 345

325 345

325 345

325 345

325 345

325 345

325

インバートタイプ（ﾟ）

h1=80･100･150･300･400･500･600･900

平　面　図

曲　　点中 間 点起　　点

Ｂ－Ｂ断面図Ａ－Ａ断面図

マンホール蓋（東浦町仕様）

無 収 縮

調整リング

φ300×50 (mm) φ300×50 (mm)

上部ブロック 上部ブロック

φ300×200 (mm) φ300×200 (mm)

中間ブロック 中間ブロック

φ300×100～900 (mm) φ300×100～900 (mm)

下部ブロック

φ300×370 (mm)

下部ブロック

φ300×370 (mm)

φ560×70 (mm) φ560×70 (mm)

底　版 底　版

基礎砕石 基礎砕石

RC-40 RC-40

タ  イ  プ Ｚ１

－

９０ﾟ／２７０ﾟ

９７.５ﾟ／２６２.５ﾟ

１０５ﾟ／２５５ﾟ

１２０ﾟ／２４０ﾟ

１３５ﾟ／２２５ﾟ

１５０ﾟ／２１０ﾟ

１６５ﾟ／１９５ﾟ

１８０ﾟ

下水道用小型レジンコンクリート製マンホール

知　多　郡　東　浦　町　上　下　水　道　課

下水道用小型レジンコンクリート製マンホール(１)

Ｈ
類

分

名

図

尺

縮

番

図
４２０

h2
φ460

φ300

560

蓋ボルト

無 収 縮

調整コマ

マンホール蓋（東浦町仕様）



知　多　郡　東　浦　町　上　下　水　道　課

マ
ン
ホ
ー
ル
深
さ

基礎砕石(RC－４０)

管取付け壁

直　壁

上部壁

調整リング

受　　枠

ふ　　た

20
0

小型レジンマンホール

小型レジンコンクリート製マンホール組立例

Ht

－２
＋３２４８２０６００±４ＲＭＣ　６０(Ａ)－２００６０

－２
＋３２２６８０５００±３ＲＭＣ　５０(Ａ)－２００５０

－２
＋４

２００±５

４０４６０３００±３ＲＭＣ　３０(Ａ)－２００３０

(単位：ｍｍ)

ＨｔＤｄ記　　号呼 び 方

D

d

図－１　上部壁

設　置　例

高さの(１５０)及び(２００)は、管きょ径を表示する。　２．

　　　例：ＲＭＣ　３０(Ｂ)－３００

高さが異なるものは、記号の後ろに高さをｍｍ単位で表示する。注１．

表－１　小型レジンマンホールの種類

３４０(有効高さ３００)(底版一体型)

底　　　　　版

管 取 付 け 壁

直　　　　　壁

上　　部　　壁

調 整 リ ン グ

(ＲＭＣ　６０)

６０

(ＲＭＣ　５０)

５０

(２００)

４０ＲＭＣ　６０(Ｐ)

５００ＲＭＣ　６０(Ｃ)

２００，３００，５００ＲＭＣ　６０(Ｂ)

２００ＲＭＣ　６０(Ａ)

５０ＲＭＣ　６０(Ｋ)

４０ＲＭＣ　５０(Ｐ)底　　    　版

５００ＲＭＣ　５０(Ｃ)管 取 付 け 壁

２００，３００，５００ＲＭＣ　５０(Ｂ)直　　　　　壁

２００ＲＭＣ　５０(Ａ)上　　部　　壁

５０ＲＭＣ　５０(Ｋ)調 整 リ ン グ

ＲＭＣ　３０(Ｃ)管 取 付 け 壁

３４０(有効高さ３００)(底版一体型)

３００，４００，５００，６００，９００ＲＭＣ　３０(Ｂ)直　　　　　壁

２００ＲＭＣ　３０(Ａ)上　　部　　壁

５０ＲＭＣ　３０(Ｋ)調 整 リ ン グ

(１５０)

円 形 小 型

(ＲＭＣ　３０)

３０

高　　　　さ　　　(ｍｍ)部 材 の 記 号部　　材呼び方(記号)

種　　　　　類

ＪＳＷＡＳ　Ｋ－１０－１９９７

下水道用小型レジンコンクリート製マンホール

Ｋ ４２１

下水道用小型レジンコンクリート製マンホール(２)
名

図

類

分

尺

縮 図

番



H2

H

H

t

d
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H1

－２
＋３１９６００±４ＲＭＣ　６０(Ｃ)－５００６０

５００±５
－２
＋３１７５００±３ＲＭＣ　５０(Ｃ)－５００５０

(単位：ｍｍ)

Ｈｔｄ記　　　号呼　び　方

図３－２　管取付け壁

　２．(１５０)及び(２００)は、管きょ径を表す。

注１．図３－１は、曲り角度０°のものを示す。

３７５±５３００±５

ＲＭＣ　３０(Ｃ)－３４０(２００)

３４０３００±３
ＲＭＣ　３０(Ｃ)－３４０(１５０)

３０

(単位：ｍｍ)

ＨＨ２Ｈ１ｄ１記　　　号呼　び　方

d1

図３－１　管取付け壁

５００±５

３００±５

２００±５

５００±５

３００±５

２００±５

９００±５

６００±５

５００±５

３００±５

ＲＭＣ　６０(Ｂ)－５００

－２
＋３１７６００±４ＲＭＣ　６０(Ｂ)－３００６０

ＲＭＣ　６０(Ｂ)－２００

ＲＭＣ　５０(Ｂ)－５００

－２
＋３１７５００±３ＲＭＣ　５０(Ｂ)－３００５０

ＲＭＣ　５０(Ｂ)－２００

ＲＭＣ　３０(Ｂ)－９００

ＲＭＣ　３０(Ｂ)－６００

Ht

－２
＋３１７３００±３ＲＭＣ　３０(Ｂ)－５００３０

ＲＭＣ　３０(Ｂ)－４００ ４００±５

ＲＭＣ　３０(Ｂ)－３００

(単位：ｍｍ)

Ｈｔｄ記　　　号呼　び　方

d

図－２　直壁

下水道用小型レジンコンクリート製マンホール

Ｋ ４２２

下水道用小型レジンコンクリート製マンホール(３)
名

図

類

分

尺

縮 図

番



番

図縮

尺

分

類

図

名
下水道用小型レジンコンクリート製マンホール（４）

４２３Ｋ

下水道用小型レジンコンクリート製マンホール

図－４　底　版

呼 び 方 記　　　号 Ａ Ｂ Ｄ Ｈ

（単位：ｍｍ）

５０ ＲＭＣ　５０（Ｐ）－４０ ５８５
４０±３

６４０ ４８５±３

６０ ＲＭＣ　６０（Ｐ）－４０ ６９５ ７５０ ５８９±３

D

B

A
H
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番

図縮

尺

分

類

図

名
取　付　管　工　標　準　図

５０１Ｆ

断  面  図

1000

掘削幅

本
管
土
被
り
Ｈ

官
民
界

本
管
土
被
り
Ｈ

ゴム輪受口９０°支管

Ｂタイプ

ゴム輪受口60°曲管

 ゴム輪受口４５°自在支管

φ100（ＳＶＲ-Ｆ）

φ１００

汚
水
桝

1000

汚
水
桝

官
民
界

１
３
１
４

Ｈ≧１．５０ｍ

Ａタイプ
Ｈ＜１．５０ｍ

取付管　φ１００

取付管　φ１００

本
　
管

平　面　図
官
民
界

汚
水
桝

側
　
溝

1000

汚
水
桝

官
民
界

1000

Ｌ１ Ｌ１

ゴム輪受口片受直管

φ１００×２００汚水桝

ＶＵφ２００

（別途詳細図参照）

ＶＵφ２００

（別途詳細図参照）

側溝幅 側溝幅

８
０
０
以
上

Ｌ２

Ａタイプ（布設・直管延長共）

Ｌ１＝　［（出幅）＋｛(本管土被り＋１／２本管外径)－（０.８０－１／２取付管内径）｝］

－（１／２本管外径＋支管）

Ｂタイプ

布設延長

2 2

Ｌ１＝　［（出幅－１／２掘削幅）＋｛１.２０＋１／２取付管外径－（０.８０－１／２取付管内径）｝］
2 2

Ｌ２＝　［（１／２掘削幅）＋｛（本管土被り＋１／２本管外径）－（１.２０＋１／２取付管外径）｝］

－（１／２本管外径＋支管）

2 2

直管延長

Ｌ１＝（布設延長Ｌ１）－０.１４１

Ｌ２＝（布設延長Ｌ２）－０.１９９

中間テープ＝出幅－側溝幅

表示テープ＝管布設延長

平
均
掘
削
深
Ｈ
１
．
５
０
ｍ
～
３
．
８
０
ｍ

（掘削深１.５０ｍ以上）

０
.２
０
程
度

取 付 管 布 設 図

1
0
0

1
1
4

1
0
0

3
1
4

ＶＵφ１００

Ｗ

取付管工標準図
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側
　
溝

８
０
０
以
上

h3 h3

h4

h4

Ｌ＝４．００ｍ

φ１００

　自在受口片受直管　

Ｌ＝０．８０ｍ

φ１００

ゴム輪受口片受直管

Ｌ＝４．００ｍ

φ１００

　自在受口片受直管　
Ｌ＝０．８０ｍ

φ１００

ゴム輪受口片受直管

Ｌ＝４．００ｍ

Ｂタイプ
Ｈ≧１．５０ｍ

Ａタイプ
Ｈ＜１．５０ｍ

（ＳＲＢ）
φ100（60ＳＲ）

（ＳＲＢ）

（ＳＲＢ）

φ100（ＳＶＲ）

（ゴム輪型） φ１００×２００汚水桝（ゴム輪型）

3
BH0.28mBH0.13m

33
BH0.08m

１０５０

ｍｍ

Ｗ

９００

掘削幅Ｗ

８００　　・ＶＵ○１００



番

図縮

尺

分

類

図

名
取　付　管　土　工　図　（１）

５０２Ｆ

取付管土工図

3
0
0

中間テープ

表示テープ

2
0
0

H
-
5
5
4

4
0

4
0

3
1
4

1
0
0

1
1
4

H
-
4
0

掘
削
深
Ｈ

600

力

RC-40

人力投入

掘

削

人力投入

人

・○１００

1
0
0
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掘　削　　復　旧

仮 復 旧 仮 復 旧

掘　削　　復　旧

仮 復 旧

掘　削　　復　旧

＊ただし町道１.２級路線等は別途とする。

町　道 （１）
（Ｗ ＜ １.５ｍ）

舗装切断　ｔ＝4ｃｍ

舗装掘削　ｔ＝4ｃｍ 再生密粒度アスコン　ｔ＝４ｃｍ

下層路盤工　ｔ＝２０ｃｍ

（１.５ｍ ≦ Ｗ ＜ ２.７ｍ）

町　道 （２）
※掘削幅１.２ｍ未満

町　道 （３）
（２.７ｍ ≦ Ｗ）

中間テープ

表示テープ

械

RC-40

掘

削

機

・○１００

舗装切断　ｔ＝4ｃｍ

舗装掘削　ｔ＝4ｃｍ 再生密粒度アスコン　ｔ＝４ｃｍ

下層路盤工　ｔ＝２０ｃｍ

中間テープ

表示テープ

械

RC-40

掘

削

機

・○１００

舗装切断　ｔ＝4ｃｍ

舗装掘削　ｔ＝4ｃｍ 再生密粒度アスコン　ｔ＝４ｃｍ

下層路盤工　ｔ＝２０ｃｍ

発生土又は改良土

砂

3
0
0

2
0
0

H
-
5
5
4

4
0

4
0

3
1
4

1
0
0

1
1
4

H
-
4
0

掘
削
深
Ｈ

600

機械投入

機械投入

1
0
0

発生土又は改良土

砂

3
0
0

2
0
0

H
-
5
5
4

4
0

4
0

3
1
4

1
0
0

1
1
4

H
-
4
0

掘
削
深
Ｈ

600

機械投入

機械投入

1
0
0

発生土又は改良土

砂



番

図縮

尺

分

類

図

名
取　付　管　土　工　図　（２）

５０３Ｆ

3
0
0

中間テープ

2
0
0

5
0

1
0
0

械

RC-40

砂

機械投入

掘

削

発生土又は改良土

機械投入

機

1
0
0

3
0
0

中間テープ

1
0
0

1
0
0

械

RC-40

砂

機械投入

掘

削

発生土又は改良土

機械投入

機

1
0
0

表示テープ
H
-
6
6
4

3
1
4

1
1
4

○１００

表示テープ

H
-
4
1
4

3
1
4

1
1
4

○１００

取付管土工図

仮 復 旧

掘　削　　復　旧

600

・

知　多　郡　東　浦　町　上　下　水　道　課

掘
削
深
Ｈ

600

・

仮 復 旧

掘　削　　復　旧

＊ただし町道１.２級路線等は別途とする。

町　道 （４）
※掘削幅１.２ｍ以上（６.８ｍ ≦ Ｗ）

町　道 （５）
（砂 利 道）

舗装切断　ｔ＝５ｃｍ 路面工　RC-40　ｔ＝１０ｃｍ

5
0

H
-
5
0

掘
削
深
Ｈ

舗装掘削　ｔ＝５ｃｍ

1
0
0

再生密粒度アスコン　ｔ＝５ｃｍ

上層路盤工(粒度調整砕石)　ｔ＝１０ｃｍ

下層路盤工　ｔ＝２０ｃｍ



再生密粒度アスコン　ｔ＝５ｃｍ（ＴＯＰ１３）

※路床部、路体部共にCBR試験20％以上。

舗装切断　ｔ＝１２ｃｍ

舗装掘削　ｔ＝１２ｃｍ

国・県道（アスファルト舗装）

掘
削
深
　
Ｈ

Ｈ
－
1
2
0

1
2
0

土砂（※）

機械投入

械

削

掘

RC-40

機

中間テープ

Ｈ
－
5
3
4

3
0
0

3
0

再生密粒度アスコン　ｔ＝３ｃｍ（ＴＯＰ１３）

下層路盤工　ｔ＝１９ｃｍ

掘　削　　復　旧

プライムコート

仮 復 旧

Ａタイプ

仮 復 旧

掘　削　　復　旧

Ｂタイプ

国・県道（アスファルト舗装）

舗装切断　ｔ＝１６ｃｍ

舗装掘削　ｔ＝１６ｃｍ

下層路盤工　ｔ＝２１ｃｍ

プライムコート

仮 復 旧

掘　削　　復　旧

Ｄタイプ

国・県道（アスファルト舗装）

再生密粒度アスコン　ｔ＝５ｃｍ（ＴＯＰ１３）

プライムコート

下層路盤工　ｔ＝３２ｃｍ

国・県道（アスファルト舗装）

RC-40

舗装掘削　ｔ＝２２ｃｍ

舗装切断　ｔ＝２２ｃｍ

掘　削　　復　旧

仮 復 旧

Ｃタイプ

舗装掘削　ｔ＝３３ｃｍ

舗装切断　ｔ＝３３ｃｍ

RC-40

再生密粒度アスコン　ｔ＝５ｃｍ（ＴＯＰ１３）

下層路盤工　ｔ＝４８ｃｍ

プライムコート

知　多　郡　東　浦　町　上　下　水　道　課

Ｆ

名

分

類

図

５０４

取 付 管 土 工 図（３） 国 ・ 県 道

縮

尺

図

番

表示テープ

○１００・
機械投入

砂

600

1
0
0

3
1
4

1
9
0

1
0
0

1
1
4

舗
装
工

・○１００

表示テープ

掘

削

械

機

5
0

Ｈ
－
5
7
4

3
0
0

2
1
0

RC-40

中間テープ

舗
装
工

中間テープ

機

削

掘

械

2
2
0

Ｈ
－
2
2
0

掘
削
深
　
Ｈ

3
0
0

3
2
0

舗
装
工

Ｈ
－
6
8
4

5
0

表示テープ

○１００・

3
3
0

Ｈ
－
3
3
0

掘
削
深
　
Ｈ

表示テープ

○１００・

中間テープ

削

械

掘

機

Ｈ
－
8
4
4

3
0
0

5
0

舗
装
工

4
8
0

取付管土工図

掘
削
深
　
Ｈ

Ｈ
－
1
６
0

1
6
0

土砂（※）

機械投入

機械投入

砂

600

1
0
0

3
1
4

1
0
0

1
1
4

土砂（※）

機械投入

機械投入

砂

600

1
0
0

3
1
4

1
0
0

1
1
4

土砂（※）

機械投入

機械投入

砂

600

1
0
0

3
1
4

1
0
0

1
1
4



番

図縮

尺

分

類

図

名
汚　水　桝　標　準　図

６０１Ｈ

平　面　図

φ216

蓋（東浦町型）

枠

塩ビ製蓋（東浦町型）

汚水桝 ゴム輪型

キャップ

ミカゲ

砂基礎

600

1
0
0

1
1
4

1
0
0

8
0
0

塩ビ製蓋詳細図

平　面　図

断　面　図

断　面　図

汚　水　桝　100×200

ミカゲ

ＶＵφ２００

3
1
4

砂基礎

1300

発生土埋戻し

（タンパ）
発生土埋戻し

（タンパ）

自在受口片受直管

φ100　Ｌ＝0.80ｍ

汚水桝標準図

以
上

φ100

100×200

知　多　郡　東　浦　町　上　下　水　道　課



番

図縮

尺

分

類

図

名
保 　安 　設 　備　 （ 相 互 通 行 ）

７０１

50m～100m

施 工 箇 所

保安設備図（相互通行）

知　多　郡　東　浦　町　上　下　水　道　課

50m～100m

凡　　　例

区　　分記号 名　　称 様式・形状

移 動 柵 バリケード

保 安 灯

すずらん灯

10 回  転  灯〃

1

6

1 標　示　板 道路工事中 警戒標識(213)

5 規制標識(329)〃 徐　　　行

6 工事中看板〃

23 補助標識(501)〃 工事予告 1
23

23

5

5

10

1

6

10

〃

赤　色  灯

交通誘導員



番

図縮

尺

分

類

図

名
保 　安　 設　 備　（ 交 互 通 行 ）

７０２

施 工 箇 所

50m 50m

50m 50m

4m以下歩行者通路

4

保安設備図（交互通行）

知　多　郡　東　浦　町　上　下　水　道　課

凡　　　例

区　　分記号 名　　称 様式・形状

移 動 柵 バリケード

10

6

10

6

10 〃 回  転  灯

6 標　示　板 工事中看板

14 〃 工事区間終り

1 道路標識 道路工事中 警戒標識(213)

4 規制標識(311-F)〃 指定方向外進行禁止

5 規制標識(329)〃 徐　　　行

23 補助標識(501)〃 工事予告 1

32

15

17

〃 片側交互通行

〃 工事説明看板

標示板(停止位置)参　　　考

交通誘導員

23 23

2323

15

15

5

32

1

17

14

14

17

32

5

1

保 安 灯

すずらん灯〃

赤　色  灯

〃 矢　印　板

35 標示板(車線数減少)参　　　考

35

35



番

図縮

尺

分

類

図

名
保　 安　 設　 備　（ 通 行 止 め ）

７０３(1)

施 工 箇 所

50m 50m

50m 50m

保安設備図（通行止め）

知　多　郡　東　浦　町　上　下　水　道　課

凡　　　例

区　　分記号 名　　称 様式・形状

移 動 柵 バリケード

23 5

19

38

1

6

10

10 回  転  灯

6 標　示　板 工事中看板

まわり道案内板〃19

1 道路標識 道路工事中 警戒標識(213)

5 〃 規制標識(329)徐　　　行

22 〃 ま わ り 道案内標識(120-A)

23 補助標識(501)〃 工事予告 1

38 規制標識(301)〃 通 行 止 め

23

19

22

38

1

6

10

19

22

23235

19

〃

保 安 灯

すずらん灯〃

赤　色  灯

交通誘導員



番

図縮

尺

分

類

図

名
保　 安　 設　 備　（ 車 両 通 行 止 め ）

７０３(2)

施 工 箇 所

50m 50m

50m 50m

保安設備図（車両通行止め）

知　多　郡　東　浦　町　上　下　水　道　課

凡　　　例

区　　分記号 名　　称 様式・形状

移 動 柵 バリケード

23 5

19

39

1

6

10

10 回  転  灯

6 標　示　板 工事中看板

まわり道案内板〃19

1 道路標識 道路工事中 警戒標識(213)

5 〃 規制標識(329)徐　　　行

22 〃 ま わ り 道案内標識(120-A)

23 補助標識(501)〃 工事予告 1

39 規制標識(302)〃 車両通行止め

23

19

22

39

1

6

10

19

22

23235

19

〃

保 安 灯

すずらん灯〃

赤　色  灯

歩行者通路

交通誘導員



数量計算表

名　　称 計　　　　　算　　　　　式 数　　量

平 　面 　図

断 　面 　図

21
6

300 1000

90
0

10
0

10
0

300
600

1000
700

10
0

80
0

21
6

VU
φ
20
0

K

K

接着受口カラー（φ100）

自在継手（φ100×15゜ 　　　　　   　  　）

塩ビ製蓋
φ200  

発生土埋戻し

0.600×0.600×0.900掘　　　削

Ｈ=800汚水桝据付工

汚水桝 φ200

残土処理

発生土埋戻し

砂埋戻し

3

3

3

3

1 箇所

1 組

１箇所当り

1300

60
0

19
2

19
2

11
4

58
6

31
4

31
4

59
3

90
7

－π/4×0.216 2×0.214＾

－π/4×0.114 2×(1.000－0.100)＾

＾－π/4×0.216 2×0.586

砂

＋0.700×0.600×(0.900＋0.907)×1/2

接着受口カラー(φ100)，塩ビ管φ100　ｌ=600

塩ビ製蓋φ200，自在継手（φ100×15゜　　　　　　   　　　　　　   　   ）

0.703 ｍ

0.217 ｍ

汚水桝設置工(Ｇ)

1.300×0.600×0.314

0.228 ｍ

0.437 ｍ

本　　体　　100×200

立上げ管塩ビ管φ200 ｌ=540

0.703－0.437/0.9

0.600×0.600×0.586

＋0.700×0.600×(0.586＋0.593)×1/2

接着剤 0.03kg，滑剤 0.01kg



数量計算表
名　　称 数　　量

平 　面 　図

断 　面 　図

21
6

300 1000

90
0

10
0

10
0

300
600

1000
700

10
0

21
6

VU
φ
20
0

K

K

接着受口カラー（φ100）

自在継手（φ100×15゜ 　　　　　   　  　）

塩ビ製蓋
φ200  

Ｈ=800汚水桝据付工

3

3

3

１箇所当り

1300

19
2

19
2

11
4

58
6

31
4

31
4

90
7

汚水桝設置工(Ｃo)

70
51
6

70
73
0

コンクリート

砂

70
52
3発生土埋戻し

計　　　　算　　　　式規 格

t=7cm

Co

1.300×2＋0.600

0.600×1.300×0.07

残土処理

t=7cmｺﾝｸﾘｰﾄ復旧

残塊処理

(0.600×1.300－π/4×0.216 2 )×0.07

機械掘削

3

機械埋戻

機械埋戻

3

60
0

3.20  ｍ

＾

　　　　　　   　　　　　　   　   ）

φ200汚 水 桝

1 箇所

1 組

塩ビ製蓋φ200，自在継手（φ100×15゜

接着受口カラー(φ100)，塩ビ管φ100　ｌ=600

ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装切断

発生土

砂

0.05  ｍ

0.05  ｍ

0.221 ｍ

0.649 ｍ

0.385 ｍ

本　　体　　100×200

立上げ管塩ビ管φ200 ｌ=540

0.600×1.300t=7cmｺﾝｸﾘｰﾄ取壊し 0.78  ｍ2

0.649－0.385/0.9

0.600×0.600×(0.900－0.07)

＋0.700×0.600×｛(0.900＋0.907)

×1/2－0.07｝

－π/4×0.216 2×0.214＾

－π/4×0.114 2×(1.000－0.100)＾

1.300×0.600×0.314

30.228 ｍ

＾－π/4×0.216 2×0.516

0.600×0.600×0.516

＋0.700×0.600×(0.516＋0.523)×1/2



数量計算表
名　　称 数　　量

平 　面 　図

断 　面 　図

21
6

300 1000

90
0

10
0

10
0

300
600

1000
700

10
0

21
6

VU
φ
20
0

K

K

接着受口カラー（φ100）

自在継手（φ100×15゜ 　　　　　   　  　）

塩ビ製蓋
φ200  

2

3

1 組

１箇所当り

1300

19
2

19
2

11
4

31
4

31
4

90
7

砂

発生土埋戻し

計　　　　算　　　　式規 格

残土処理

機械掘削

3

砂機械埋戻

機械埋戻

60
0

＾

発生土

塩ビ製蓋φ200，自在継手（φ100×15゜　　　　　　   　　　　　　   　   ）

φ200汚 水 桝

接着受口カラー(φ100)，塩ビ管φ100　ｌ=600

汚水桝設置工(ＡS)

再生密粒度アスコン 4040
54
658
6

76
0

55
3

0.74  ｍ

t=4cm

t=4cm

t=4cm

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装切断

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装掘削

再生ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 0.600×1.300－π/4×0.216 2

0.672 ｍ

0.220 ｍ

Ｈ=800汚水桝据付工 1 箇所

40

接着剤 0.03kg，滑剤 0.01kg

本　　体　　100×200

立上げ管塩ビ管φ200 ｌ=540

0.600×1.300×0.04As残塊処理 0.03  ｍ3

0.672－0.407/0.9

1.300×2＋0.600 3.20  ｍ

0.600×1.300 0.78  ｍ2

0.600×0.600×(0.900－0.04)

＋0.700×0.600×｛(0.900＋0.907)

×1/2－0.04｝

－π/4×0.216 2×0.214＾

－π/4×0.114 2×(1.000－0.100)＾

1.300×0.600×0.314

30.228 ｍ

30.407 ｍ＾－π/4×0.216 2×0.546

0.600×0.600×0.546

＋0.700×0.600×(0.546＋0.553)×1/2


